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第
四
五
四
回 

青
葉
会
句
会
報 

 

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日(

木)  
 

於
：
世
田
谷
区
役
所
支
所 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 
選 

 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

参 
加 
者 

 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

豊
田
ゆ
た
か 

 

西
澤
國
護 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

 
 

 
 

投
句
・
選
句  

 
今
井
紀
久
男 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 
 

投
句
の
み 

 
 
 

朱
牟
田
恵
洲 

山
田
け
い
子 

 

 
 

選
句
の
み 

 
 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
を 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 

【
互 

選 

句
】
〇
は
選
者
の
特
選 

 
 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
点 

 

空
と
海
一
枚
に
し
て
鶴
帰
る 

 
 
 
 
 

孤
舟 

（
そ
・
く
す
・
五
・
清
・
康
・
己
・
堂
・
〇
允
・
正
・

三
） 

わ
れ
に
棲
む
鬼
に
こ
っ
そ
り
鬼
は
外 

 
 

百
合
子 
（
紀
・
と
・
〇
千
・
龍
・
清
・
康
・
〇
己
・
〇
堂
・
啓
・

天
） 

 

八
点 

 

棄
て
お
き
し
鉢
に
息
吹
や
新
芽
出
づ 

 
 
 

啓
子 

（
紀
・
〇
く
す
・
く
・
と
・
堂
・
ゆ
・
び
・
盛
） 

 

七
点 

◎
通
院
の
老
い
に
北
風
容
赦
な
く 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
そ
・
紀
・
孤
・
忠
・
ゆ
・
隆
・
規
） 

◎
茹
卵
つ
る
り
と
剥
け
て
春
立
て
り 

 
 
 
 

康
敏 

 

（
孤
・
五
・
昇
・
啓
・
百
・
亜
・
天
） 

◎
ほ
の
ぼ
の
と
明
く
る
漁
港
や
鰤
の
競
り 

 
 

び
ん 

  

（
紀
・
孤
・
千
・
ゆ
・
國
・
允
・
正
） 

 

六
点 

 

自
在
な
る
墨
文
字
光
り
光
悦
忌 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 
 

（
千
・
清
・
び
・
正
・
啓
・
規
） 

老
猫
に
指
定
席
あ
り
日
向
ぼ
こ 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
く
す
・
く
・
た
・
己
・
雅
・
規
） 

数
え
つ
つ
昇
る
段
々
（
き
ざ
は
し
）
梅
か
ほ
る 

 
  

啓
子 

 

（
紀
・
千
・
孝
・
堂
・
允
・
亜
） 

 

五
点 

 

残
雪
に
鍬
打
込
め
ば
土
匂
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

  

（
紀
・
忠
・
啓
・
亜
・
天
） 

雛
飾
る
能
登
に
こ
こ
ろ
を
寄
せ
な
が
ら 
 
 
 

と
み
子 

 

（
忠
・
び
・
允
・
昇
・
盛
） 

入
魂
の
街
角
ピ
ア
ノ
風
光
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
清
・
己
・
堂
・
亜
・
盛
） 

◎
結
納
の
日
取
り
決
ま
り
て
春
灯 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
健
・
昇
） 

◎
月
明
か
り
氷
柱
は
牙
を
磨
き
け
り 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
孤
・
千
・
孝
・
清
・
百
） 

雪
融
く
る
ひ
か
り
巻
き
込
む
音
の
し
て 

 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
〇
と
・
康
・
堂
・
三
） 

福
寿
草
妻
の
遺
影
の
笑
顔
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
そ
・
己
・
雅
・
允
・
昇
） 

 

四
点 

 

早
春
の
漕
艇
の
水
脈
煌
め
き
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
五
・
健
・
康
・
三
） 

一
陣
の
風
木
の
芽
山
ゆ
ら
し
け
り 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 

（
そ
・
と
・
雅
・
規
） 

贔
屓
の
茶
房
気
に
入
り
の
席
春
隣
り 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
健
・
〇
孝
・
盛
） 

冬
深
し
沖
一
線
の
漁
り
火
や 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
く
す
・
健
・
た
・
孝
） 

◎
今
日
も
ま
た
能
登
に
積
も
る
や
春
の
雪 

 
 
 
 

び
ん 

 

（
孤
・
た
・
〇
龍
・
ゆ
） 

 



 

2 

 

三
点 

 
 
 
 

小
澤
征
爾
を
追
悼 

春
一
番
飄
々
と
逝
く
マ
エ
ス
ト
ロ 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

（
隆
・
〇
正
・
〇
昇
） 

け
ふ
雨
水
リ
ハ
ビ
リ
室
に
気
合
入
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
・
〇
隆
・
盛
） 

雪
降
る
日
し
ず
か
に
送
る
家
族
葬 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
國
・
び
・
盛
） 

梅
一
輪
小
さ
き
庭
を
明
る
く
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
ゆ
・
國
・
天
） 

成
田
屋
の
に
ら
み
魚
氷
に
上
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
紀
・
五
・
允
） 

大
甕
の
辛
夷
の
花
の
五
つ
六
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
・
千
・
び
） 

春
き
ざ
す
歯
を
磨
き
つ
つ
ス
ク
ワ
ッ
ト 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
〇
紀
・
健
・
啓
） 

葉
脈
に
紅
差
す
ご
と
き
法
蓮
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
清
・
百
・
啓
） 

昼
食
べ
て
寝
て
も
ま
た
寝
る
春
炬
燵 

 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
く
す
・
雅
・
百
） 

◎
流
氷
の
今
朝
着
岸
と
弾
む
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
孤
・
く
・
た
） 

庭
に
咲
く
椿
を
愛
で
る
鳥
と
我 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
た
・
雅
・
國
） 

◎
春
節
や
ひ
と
ひ
と
ひ
と
の
中
華
街 

 
 
  

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
孤
・
ゆ
・
天
） 

薄
氷
（
う
す
ら
ひ
）
は
雨
に
あ
わ
せ
て
リ
ズ
ム
出
し 

 

け
い
子 

 
 
 

（
紀
・
龍
・
百
） 

ず
っ
し
り
と
医
療
費
の
束
納
税
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
紀
・
〇
健
・
正
） 

 

二
点 

 

座
禅
草
い
つ
も
ど
こ
か
に
水
の
音 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
く
・
康
） 

◎
日
溜
り
に
人
の
群
あ
る
苗
木
市 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
く
す
・
孤
） 

あ
い
ま
い
に
会
釈
を
返
す
梅
ま
つ
り 

 
 
 
  

 
  

 
仝 

 
 
 

（
紀
・
天
） 

亡
き
父
母
の
分
も
買
ひ
を
り
鶯
餅 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
紀
・
孝
） 

花
ミ
モ
ザ
元
気
あ
ふ
る
る
黄
色
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
國
・
規
） 

野
崎
村
お
光
哀
し
や
梅
香
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
（
紀
・
五
） 

梅
林
の
絵
地
図
に
探
す
現
在
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

（
昇
・
亜
） 

春
節
や
朱
に
溢
れ
た
る
中
華
街 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
國
・
正
） 

庭
掃
き
て
枯
葉
に
話
す
老
ひ
の
身
を 

 
 
 
 
   

 

雅
夫 

 
 
 

（
紀
・
孝
） 

薄
氷
に
溶
け
て
映
れ
る
青
い
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
〇
そ
・
雅
） 

梅
の
香
や
国
府
に
残
る
寺
の
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
と
・
康
） 

寒
戻
る
遠
の
く
季
節
（
と
き
）
を
引
き
留
め
て 
   

 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
紀
・
百
） 

株
高
は
我
に
関
せ
ず
納
税
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
紀
・
龍
） 

非
戦
こ
そ
孫
子
の
遺
産
建
国
日 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
・
隆
） 

 

一
点 

 
 
 
 

豊
竹
咲
太
夫
を
悼
む 

待
春
や
切
場
語
り
を
全
う
す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

（
亜
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
楽
大
夫
の
最
高
峰
） 

◎
冬
の
雷
忘
れ
た
頃
に
事
変
来
る 

 
 
 
 
 
 
  

 
 

忠
彦 

 
 
 

（
孤
） 

カ
ー
テ
ン
の
風
に
膨
ら
み
春
眠
す 

 
 
 
 
 

  
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
龍
） 

受
験
生
リ
ュ
ッ
ク
の
色
の
と
り
ど
り
に 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
く
） 

解
決
は
時
に
ま
か
せ
て
花
種
蒔
く 

 
 
 
 
 
  

 

と
み
子 

 
 
 

（
隆
） 

冴
え
返
る
せ
め
て
一
口
義
捐
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

健
介 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

な
つ
か
し
き
顔
顔
と
会
う
新
年
会 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ        

（
忠
） 

初
雪
や
小
鳥
は
庭
で
雪
賛
歌 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
た
） 

春
月
は
波
に
ゆ
ら
ゆ
ら
瀬
戸
の
海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
く
） 
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再
建
の
兆
し
の
見
ゆ
る
春
の
能
登 

 
 
  

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

竹
ス
キ
ー
雪
道
高
く
は
し
ゃ
ぐ
声 

 
 
 
  

 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
龍
） 

冬
合
宿
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
杯
重
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
三
） 

ガ
ザ
の
子
の
胸
中
の
亀
な
ほ
鳴
く
や 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
〇
三
） 

第
九
振
る
年
の
名
残
や
世
も
名
残 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

仝 
 
 
  

（
紀
） 

宅
急
便
の
行
き
来
激
し
や
春
の
雨 

 
 
 
 
 
 
 
  

正
明 

 
 
 

（
紀
） 

白
富
士
や
黒
き
や
ま
な
み
際
立
た
す 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
  

（
そ
） 

 
 

 
 

 

春
寒
や
能
登
の
余
震
の
便
り
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

昇 
 
 
  

（
び
） 

鬼
追
へ
る
言
の
葉
哀
し
節
分
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
  

（
三
） 

手
を
合
わ
す
妻
の
遺
影
や
福
寿
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
  

（
紀
） 

見
得
を
切
る
小
さ
き
役
者
や
春
時
雨 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
  

（
紀
） 

地
震
（
な
ゐ
）
有
る
も
今
年
も
雛
の
す
ま
し
顔 

 
  

  
 

仝 
 
 
  

（
規
） 

蛤
や
焼
く
よ
り
蒸
す
と
こ
だ
は
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
隆
） 

マ
グ
カ
ッ
プ
手
に
立
春
の
夜
を
覗
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
と
） 

ZUKASEI

の
心
根
不
憫
姫
す
み
れ 

 
 
 
  

 
 
 
  

   

仝  
 
  

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
     

 
 

（
揺
れ
る
宝
塚
歌
劇
）  

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 

評
】 

十
点
句 

空
と
海
一
枚
に
し
て
鶴
帰
る 

 
 
 
 

  

孤
舟 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
海
と
空
と
の
溶
け
ゆ
く
あ
わ
い
を
一
枚
と
巧
み
に
表
現
し
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
水
天
彷
彿
と
し
た
中
を
、
鶴
が
Ⅴ
字
型
に
隊
形
を
組
ん
で
北
国
に
帰
っ
て
行
く
。
雄
大
な
光
景 

だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
は
る
か
な
景
色
と
鶴
の
一
郡
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
春
に
な
り
、
鶴
た
ち
が
群
を
な
し
て
北
国
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
姿
が
次
第
に
遠
ざ
か
り
、 

つ
い
に
は
空
と
海
と
が
混
然
と
な
っ
た
あ
た
り
へ
消
え
て
行
っ
た
。 

わ
れ
に
棲
む
鬼
に
こ
っ
そ
り
鬼
は
外 

 
   

百
合
子 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
身
中
に
鬼
を
感
じ
る
心
の
純
真
さ
が
好
ま
し
い
で
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
誰
に
で
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
黒
い
」
心
は
あ
る
の
で
す
。
で
も
作
者
は
「
黒
い
」
部
分
は 

人
知
れ
ず
捨
て
去
り
た
い
。
存
外
良
い
人
な
ん
で
す
ね
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
共
感
を
呼
ぶ
句
だ
。
そ
れ
だ
け
に
類
句
も
多
い
。
例
え
ば 

胸
中
の
荒
鬼
や
ら
ふ
声
に
出
づ 

 

中
原
道
夫
、
豆
を
打
つ
我
が
身
の
鬼
も
外
に
出
よ 

門
間
と
し
ゑ
、
豆
打
つ
も
身
の
内
に
未 

だ
鬼
の
を
り 

押
田
祐
見
子
。 

正
己
さ
ん
・
・
・「
わ
れ
に
棲
む
鬼
」
に
は
ド
ッ
キ
リ
し
ま
す
ね
。
ま
た
「
こ
っ
そ
り
」
が
微
笑
ま
し
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
は
て
さ
て
ど
ん
な
鬼
で
し
ょ
う
か
？
早
め
に
退
治
し
て
お
い
て
下
さ
い
。 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
年
を
取
っ
て
や
っ
と
人
間
の
本
性
の
中
に
悪
い
心
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
よ
ね
。
正
直 

な
方
で
す
ね
。 

 

八
点
句 

棄
て
お
き
し
鉢
に
息
吹
や
新
芽
出
づ 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
放
っ
て
お
い
た
鉢
に
新
芽
を
見
つ
け
た
春
の
喜
び
が
、
伝
わ
り
ま
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
細
や
か
な
観
察
眼
で
す
。
植
物
の
生
命
力
に
感
動
し
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
正
に
我
が
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
可
愛
い
さ
が
募
り
、
ご
め
ん
な
さ
い
と
謝
り
ま
し
た
。 
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盛
雄
さ
ん
・
・
・
時
来
れ
ば
や
お
ら
芽
を
出
し
花
が
咲
く
。
植
物
の
生
命
力
は
強
い
。
大
事
に
し
て
く
だ
さ 

い
。 

※
百
合
子
さ
ん
・
・
母
の
介
護
中
に
頂
い
た
鉢
植
え
の
シ
ク
ラ
メ
ン
、
い
く
ら
何
で
も
も
う
お
終
い
か
と 

思
っ
て
い
た
昨
年
暮
れ
、
鉢
に
小
さ
な
蕾
を
ふ
た
つ
見
つ
け
た
時
の
あ
の
喜
び
、
何
枚 

も
写
真
に
撮
り
ま
し
た
。
母
は
五
年
前
に
他
界
し
ま
し
た
が
。 

 

七
点
句 

通
院
の
老
い
に
北
風
容
赦
な
く 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
身
体
が
不
自
由
で
老
い
た
身
に
と
っ
て
は
、
吹
き
荒
ぶ
寒
風
は
身
に
堪
え
る
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
自
然
は
老
若
に
お
か
ま
い
な
く
非
情
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
自
然
と
は
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。 

茹
卵
つ
る
り
と
剥
け
て
春
立
て
り 

 
 
 
 
  

康
敏 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
卵
殻
に
針
孔
を
付
け
て
か
ら
茹
で
る
と
殻
が
剝
き
や
す
い
と
か
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
俳
味
が
あ
り
、
情
景
が
浮
か
び
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
茹
で
卵
の
あ
の
つ
る
る
ん
と
し
た
感
じ
、
あ
あ
春
だ
よ
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・「
つ
る
り
と
」
剥
け
た
卵
に
明
る
い
春
の
陽
射
し
が
当
っ
て
い
る
よ
う
で
、
平
和
で
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
つ
る
り
」
が
い
い
で
す
よ
ね
。
春
を
待
つ
雰
囲
気
が
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。 

ほ
の
ぼ
の
と
明
く
る
漁
港
や
鰤
の
競
り 

 
 
  

び
ん 

   

孤
舟
選
者
・
・
・
能
登
の
漁
港
が
復
興
さ
れ
、
鰤
の
競
り
も
間
も
な
く
再
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ほ
の
ぼ
の
と
明
る
い
漁
港
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す 

 

六
点
句 

自
在
な
る
墨
文
字
光
り
光
悦
忌 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
光
悦
の
国
宝
、
船
橋
蒔
絵
硯
箱
の
蓋
に
浮
か
び
上
が
る
書
を
ご
覧
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
私 

も
美
し
い
と
見
と
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子
さ
ん
・
・
・
光
悦
の
文
字
は
、
自
在
と
い
う
言
葉
ぴ
っ
た
り
。
力
強
く
も
た
お
や
か
な
墨
跡
が
、
浮
き
上

が
り
光
る
ほ
ど
に
美
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

老
猫
に
指
定
席
あ
り
日
向
ぼ
こ 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・ 

な
ん
と
な
く
微
笑
ま
し
い
感
じ
で
面
白
い
。 

数
え
つ
つ
昇
る
段
々
（
き
ざ
は
し
）
梅
か
ほ
る 

 
  

啓
子 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
梅
を
観
る
た
め
に
長
め
の
階
段
を
登
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
あ
と
何
段
あ
る
ん
だ
と 

数
え
た
く
な
る
ほ
ど
な
の
で
す
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
最
近
は
階
段
が
辛
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
苦
労
の
か
い
あ
っ
て
、
花
が
見
え
て
来
た
り
、
香 

り
が
感
じ
ら
れ
た
時
の
喜
び
が
良
く
出
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
佳
句
で
す
が
、
仮
名
遣
い
が
不
正
確
で
す
。
新
仮
名
な
ら
「
梅
か
お
る
」、
旧
仮
名
の 

場
合
は
「
数
へ
つ
つ
」
「
梅
か
を
る
」
と
な
り
ま
す
。 

 

五
点
句  

残
雪
に
鍬
打
込
め
ば
土
匂
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

   

啓
子
さ
ん
・
・
・
ま
だ
雪
が
残
っ
て
い
る
畑
。
種
を
ま
く
準
備
で
し
ょ
う
か
、
鍬
を
入
れ
る
と
黒
い
土
が
春
の 

陽
の
中
で
ふ
う
っ
と
息
を
つ
く
よ
う
で
す
。
農
耕
民
族
の
血
が
騒
ぐ
気
が
致
し
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
や
っ
と
見
せ
た
土
に
鍬
を
打
ち
込
む
な
ん
て
、
暫
く
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
昔
を 

思
い
出
し
ま
し
た
。 

雛
飾
る
能
登
に
こ
こ
ろ
を
寄
せ
な
が
ら 

 
 
 

と
み
子 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
能
登
の
惨
状
を
思
う
と
・
・
・ 
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入
魂
の
街
角
ピ
ア
ノ
風
光
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
あ
ち
こ
ち
の
街
角
ピ
ア
ノ
は
楽
し
い
で
す
ね
！
伊
丹
空
港
近
く
の
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
に
も
派
手
な 

ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
功
者
も
初
心
者
も
哀
歓
こ
も
ご
も
の
駅
ピ
ア
ノ
。
〝
入
魂
”
が
良
か
っ
た
。 

◎
結
納
の
日
取
り
決
ま
り
て
春
灯 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
誠
に
お
め
で
た
い
。
朧
な
春
灯
だ
が
、
ふ
た
り
の
明
る
い
未
来
を
照
ら
し
て
い
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
季
語
が
効
い
て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

◎
月
明
か
り
氷
柱
は
牙
を
磨
き
け
り 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
厳
寒
の
夜
、
月
光
に
晒
さ
れ
た
氷
柱
は
鋭
く
尖
っ
て
輝
い
て
い
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
月
明
か
り
を
浴
び
な
が
ら
牙
を
研
ぐ
氷
柱
、
て
ら
て
ら
と
光
る
牙
、
想
像
力
に
感
嘆
！ 

雪
融
く
る
ひ
か
り
巻
き
込
む
音
の
し
て 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
融
け
る
雪
に
光
が
輝
く
様
が 

詩
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
雪
解
け
に
は
様
々
な
音
が
伴
う
。
雪
解
雫
、
し
ず
り
雪
、
雪
解
川
、
雪
崩…

ひ
っ
く
る
め
た 

中
七
の
大
胆
な
表
現
に
驚
か
さ
れ
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。 

 

四
点
句 

早
春
の
漕
艇
の
水
脈
煌
め
き
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
水
が
温
み
、
ボ
ー
ト
部
が
練
習
を
始
め
た
よ
う
で
す
。
戸
田
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
戸
田
の
漕
艇
場
に
大
学
の
艇
庫
が
あ
り
、
ボ
ー
ト
を
よ
く
漕
ぎ
に
行
っ
た
。
コ
ッ
ク
ス
の
号
令 

に
合
わ
せ
オ
ー
ル
を
漕
ぐ
爽
快
さ
を
思
い
出
し
た
。 

 
 
 
 

【
参
考
】
孤
舟
選
者
・
・
水
脈
（
み
を
）
の
「
脈
」
を
「
尾
」
と
す
る
と
読
み
は
同
じ
で
鳥
が
泳
い
だ
あ
と
の 

「
み
を
」
を
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

一
陣
の
風
木
の
芽
山
ゆ
ら
し
け
り 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
一
陣
の
風
が
、
山
全
体
を
目
覚
め
さ
せ
て
ゆ
く
様
子
が
春
ら
し
い
で
す
。 

贔
屓
の
茶
房
気
に
入
り
の
席
春
隣
り 

 
 
 
 
 

恵
洲 
 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
良
く
通
う
喫
茶
店
の
お
気
に
入
り
の
席
で
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
筆
者
は
、
春
が
す 

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
そ
の
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。「
茶
房
」 

の
レ
ト
ロ
感
が
渋
い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
行
き
つ
け
の
茶
店
の
い
つ
も
の
席
。
落
ち
着
く
で
し
ょ
う
。
〝
春
隣
〟
の
季
語
が
良
い
。 

冬
深
し
沖
一
線
の
漁
り
火
や 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
寒
い
冬
の
漁
場
の
情
景
が
感
じ
ら
れ
る
。 

今
日
も
ま
た
能
登
に
積
も
る
や
春
の
雪 

 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
自
然
は
誠
に
意
地
悪
い
。
せ
め
て
能
登
半
島
だ
け
は
穏
や
か
な
気
象
を
送
り
込
ん
で
ほ
し 

い
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
地
震
被
害
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
春
の
雪
、
痛
々
し
い
気
持
ち
が
募
る
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
雪
国
育
ち
の
私
に
は
雪
降
り
は
嬉
し
か
っ
た
り
恨
め
し
か
っ
た
り
色
々
な
想
い
が
一
入
で 

す
。
降
る
と
大
概
暫
く
は
消
え
ま
せ
ん
の
で
。
耐
え
忍
ぶ
根
性
を
付
け
る
に
は
良
い
面
も
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
自
然
は
人
の
禍
に
お
か
ま
い
な
く
非
情
で
す 

 

三
点
句 

 
 
 

小
澤
征
爾
を
追
悼 

春
一
番
飄
々
と
逝
く
マ
エ
ス
ト
ロ 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
名
前
は
、
関
東
軍
の
板
垣
征
四
郎
と
石
原
莞
爾
か
ら
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
襟
の
こ
と
で
文
句
を 
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言
っ
た
ら
、
父
開
作
が
「
音
楽
は
心
の
芸
術
だ
ろ
う
。
襟
で
文
句
い
う
な
ら
音
楽
は
や
め
ち
ま 

え
」
と
。
恩
師
斎
藤
秀
雄
は
怒
る
と
眼
鏡
を
投
げ
つ
け
、
さ
ら
に
眼
鏡
を
踏
み
つ
け
た
。
春
一 

番
が
似
合
う
マ
エ
ス
ト
ロ
だ
っ
た
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
マ
エ
ス
ト
ロ
小
澤
の
ご
逝
去
残
念
で
す 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
大
指
揮
者
の
死
は
衝
撃
で
し
た
。
日
本
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
界
か
ら
あ
ん
な
に
世
界
的
な
人
が 

出
よ
う
と
は
。
物
凄
い
こ
と
で
す
。
風
貌
か
ら
飄
々
と
逝
か
れ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

け
ふ
雨
水
リ
ハ
ビ
リ
室
に
気
合
入
れ 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
作
品
は
生
み
つ
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
世
に
、
避
け
ら
れ
な
い
死
と
い
ふ
も 

の
が
存
在
し
、
抑
え
得
ら
れ
な
い
愛
と
い
ふ
も
の
が
存
在
す
る
が
故
に
」（
草
田
男
）
こ
う
い 

う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
句
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
草
木
の
芽
吹
く
季
節
の
変
わ
り
目
、
リ
ハ
ビ
リ
も
気
合
を
入
れ
て
元
気
を
出
す
、
作
者
の
気 

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

梅
一
輪
小
さ
き
庭
を
明
る
く
し 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
一
輪
の
花
で
周
囲
を
明
る
く
す
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
春
を
待
つ
人
間
に
は
本
当
に
一
輪
で
も
充
分
で
す
よ
ね
。 

成
田
屋
の
に
ら
み
魚
氷
に
上
り
け
り 

 
 
 
 

 
 

孤
舟 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
迫
力
あ
る
睨
み
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
使
い
に
く
い
季
語
を
上
手
く
配
さ
れ
ま
し
た
。 

春
き
ざ
す
歯
を
磨
き
つ
つ
ス
ク
ワ
ッ
ト 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
歯
を
磨
く
洗
面
所
も
春
が
兆
し
て
縮
こ
ま
っ
て
い
た
背
筋
も
伸
び
る
よ
う
で
す
。
早
速
に
「
な 

が
ら
」
運
動
も
日
課
に
で
き
そ
う
で
す
。
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
嬉
し
わ
さ
を
巧
く
表
現
さ
れ 

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

葉
脈
に
紅
差
す
ご
と
き
法
蓮
草 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
濃
い
緑
の
中
の
は
ん
な
り
と
し
た
紅
、
栄
養
も
あ
る
ら
し
い
で
す
ね
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
最
近
の
法
蓮
草
は
紅
が
濃
く
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
美
し
く
、
日
本
画
の
材
料
に
な
り
そ 

う
。「
紅
差
す
ご
と
し
・
・
」
と
す
る
の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

昼
食
べ
て
寝
て
も
ま
た
寝
る
春
炬
燵 

 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
お
腹
が
満
た
さ
れ
て
炬
燵
に
足
を
入
れ
る
と
寝
て
も
寝
て
も
眠
い
春
で
す
。 

流
氷
の
今
朝
着
岸
と
弾
む
声 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
地
球
温
暖
化
の
た
め
か
流
氷
の
着
岸
が
遅
れ
て
い
た
が
、
幸
運
に
も
今
朝
漸
く
見
る
こ
と
が 

で
き
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
中
七
の
表
現
が
面
白
い
。 

春
節
や
ひ
と
ひ
と
ひ
と
の
中
華
街 

 
 
  

 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
イ
ン
バ
ウ
ン
の
ド
影
響
も
あ
り
、
春
節
の
中
華
街
の
人
出
は
尋
常
で
は
な
い
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ひ
と
ひ
と
ひ
と
と
重
ね
た
表
現
が
雑
踏
の
情
景
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
こ
う
い
う
雰
囲
気
は
日
本
人
に
は
な
い
で
す
ね
。 

薄
氷
（
う
す
ら
ひ
）
は
雨
に
あ
わ
せ
て
リ
ズ
ム
出
し 

 
 

け
い
子 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
薄
氷
が
ぽ
た
ん
ぽ
た
ん
と
溶
け
る
音
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
時
を
刻
む
音
。 

ず
っ
し
り
と
医
療
費
の
束
納
税
す 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
二
人
分
の
医
療
費
は
ま
さ
に
「
ズ
ッ
シ
リ
」
で
す
。「
納
税
」
を
季
語
と
し
て
選
び
ま
し
た
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
今
年
か
ら
納
税
が
ス
マ
ホ
で
済
み
ま
し
た 

時
代
は
変
わ
り
ま
し
た 

 
 

 
 
 
 

※
句
会
・
そ
の
他
か
ら
・
・
今
回
数
件
あ
り
ま
し
た
が
、「
納
税
」
は
季
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
の
み 

が
季
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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二
点
句 

座
禅
草
い
つ
も
ど
こ
か
に
水
の
音 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
山
間
の
湿
地
帯
で
雪
を
割
っ
て
出
芽
し
、
早
春
に
達
磨
が
座
禅
を
し
て
い
る
よ
う
な
花
を
咲
か 

せ
る
。
雪
解
水
の
流
れ
る
音
が
絶
え
間
な
く
聞
こ
え
る
。 

（
参
考
：
青
き
野
の
割
れ
て
水
鳴
る
座
禅
草 

堀
口
星
眼
） 

日
溜
り
に
人
の
群
あ
る
苗
木
市 

 
 
 
 
 
 
    

五
郎
太 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ま
だ
寒
さ
の
残
る
中
で
の
苗
木
市
。
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
に
陳
列
さ
れ
た
苗
木
に
人
気
が 

集
ま
っ
て
い
る
。 

あ
い
ま
い
に
会
釈
を
返
す
梅
ま
つ
り 

 
 
 
  

 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
人
生
の
生
き
方
に
長
け
て
く
る
と
、
こ
う
い
う
事
が
多
く
な
り
ま
す
よ
ね
。 

野
崎
村
お
光
哀
し
や
梅
香
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
歌
舞
伎
の
名
場
面
、
想
う
人
を
送
り
出
し
号
泣
。
紅
白
の
梅
の
木
が
匂
っ
て
い
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
・
本
来
、
野
崎
村
で
は
菜
の
花
盛
り
と
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
舞
台
上
に
あ
っ
て
も
、
梅
で 

詠
う
の
が
良
い
の
か
、
上
品
す
ぎ
な
い
か
と
や
や
引
っ
掛
か
り
ま
す
。 

春
節
や
朱
に
溢
れ
た
る
中
華
街 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

 

【
参
考
】
亜
也
さ
ん
・
・
中
国
の
旧
正
月
の
飾
り
物
は
縁
起
の
良
い
色
と
さ
れ
る
「
紅
（
真
紅
）
」
を
使
い
ま
す
。 

梅
の
香
や
国
府
に
残
る
寺
の
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
武
蔵
国
の
国
府
は
現
在
の
府
中
市
に
あ
っ
た
。
国
分
寺
跡
や
国
分
尼
寺
跡
も
発
掘
さ
れ
公
園 

に
整
備
さ
れ
、
梅
が
盛
り
で
あ
る
。 

寒
戻
る
遠
の
く
季
節
（
と
き
）
を
引
き
留
め
て 

   
 
 

啓
子 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
三
寒
四
温
、
す
べ
て
は
流
れ
て
い
く
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
惜
し
む
気
持
ち
・
・
・ 

株
高
は
我
に
関
せ
ず
納
税
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
岳
父
は
株
や
。
然
し
家
訓
は
株
は
す
る
な
‼
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

 
 
 

※
孤
舟
選
者
・
・
確
定
申
告
は
季
語
と
な
る
も
、
納
税
期
は
季
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 
 

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
納
税
期
を
季
語
と
し
た
句
は
結
構
あ
り
ま
す
が
、
歳
時
記
に
「
納
税
期
」
は
載
っ
て
い
ま
せ 

ん
。
国
税
は
種
類
に
よ
り
納
税
期
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、3

月
と
決
ま
っ
て
な
い
か
ら
で 

し
ょ
う
。 

非
戦
こ
そ
孫
子
の
遺
産
建
国
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
あ
し
た
へ
の
最
上
の
遺
産
建
国
日
」
で
も
。 

終
戦
の
喜
び
を
喪
失
し
た
国
家
が
増
え
て
き 

た
。 

 

一
点
句 

冬
の
雷
忘
れ
た
頃
に
事
変
来
る 

 
 
 
 
 
 
  

 
 

忠
彦 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
。
大
晦
日
の
雷
は
こ
の
予
期
せ
ぬ
災
害
の
予
兆
だ
っ
た
の
か
。 

解
決
は
時
に
ま
か
せ
て
花
種
蒔
く 

 
 
 
 
 
  

 

と
み
子 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
言
外
に
、
そ
れ
で
も
咲
か
な
い
花
も
あ
る
。
人
生
で
す
ね
。 

初
雪
や
小
鳥
は
庭
で
雪
賛
歌 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
初
雪
・
雪
讃
歌
は
季
語
重
な
り
で
は
？ 

竹
ス
キ
ー
雪
道
高
く
は
し
ゃ
ぐ
声 

 
 
 
  

 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
幼
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
出
来
ま
し
た 

T
h
ank

s. 

冬
合
宿
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
杯
重
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

【
参
考
】
國
護
さ
ん
・
・
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
は
ア
メ
リ
カ
民
謡
。
南
極
大
陸
調
査
第
一
弾
の
西
堀
元
隊
長
が
京
大
山 

岳
部
に
い
た
時
期
、
吹
雪
で
足
留
め
さ
れ
た
温
泉
で
仲
間
と
共
に
部
歌
を
作
ろ
う
！
と
楽
曲
は
そ
の
ま
ま 

に
歌
詞
を
作
り
雪
山
賛
歌
と
し
た
も
の
で
、
後
に
山
の
関
係
者
に
広
ま
っ
た
と
い
う
。 
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ガ
ザ
の
子
の
胸
中
の
亀
な
ほ
鳴
く
や 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・「
ガ
ザ
？
亀
？
」
視
覚
的
に
ま
ず
惹
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
以
下
自
分
で
勝
手
に
解
釈
し
ま 

 

し
た
。
本
当
は
大
声
を
だ
し
て
泣
き
出
し
た
い
は
ず
の
戦
火
の
中
の
子
供
た
ち
の
声
な
き
声
が 

厳
し
い
冬
を
へ
て
、
少
し
づ
つ
暖
か
く
な
っ
て
き
た
季
節
に
「
亀
が
鳴
い
て
い
る
」
よ
う
に 

希
望
を
捨
て
て
い
な
い
内
な
る
叫
び
と
し
て
聴
こ
え
て
く
る
。 

白
富
士
や
黒
き
や
ま
な
み
際
立
た
す 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

※
句
会
に
て
・
・
季
語
が
あ
り
ま
せ
ん
。
白
富
士
は
雪
を
被
っ
た
富
士
と
想
像
は
つ
く
が
季
語
に
は
当
た
ら
な
い
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
白
富
士
」
は
季
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
雪
の
富
士
黒
き
や
ま
な
み
際
立
た
す
」
で
は
？ 

 
 

 
 

 

春
寒
や
能
登
の
余
震
の
便
り
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
  

 
 
 
 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
殺
生
な
余
震
！ 

 

春
寒
や
能
登
の
余
震
の
報
せ
継
ぐ
・
・
な
ど
と
し
て
も
如
何
。 

見
得
を
切
る
小
さ
き
役
者
や
春
時
雨 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・「
見
得
を
切
る
」
と
は
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
こ
こ
は
本
来
の
「
見
得
を
決
め
る
」
と 

し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。
参
考
で
云
え
ば
舞
台
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
と
ん
ぼ
（
大
部
屋

連
中
の
殺
陣
） 

は
、「
と
ん
ぼ
を
切
る
」
で
す
。 

蛤
や
焼
く
よ
り
蒸
す
と
こ
だ
は
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
食
通
か
。
故
郷
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
時
間
を
か
け
て
焼
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

《 

留
意
事
項
な
ど 

ご
出
句
の
中
か
ら
短
評
と
し
て 

》 

は
こ
べ
ら
や
鳥
に
馳
走
と
教
へ
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
切
字
の
「
や
」
と
「
け
り
」
の
併
用
は
タ
ブ
ー
で
す →
は
こ
べ
ら
を
鳥
に
馳
走
と
教
へ
け
り
。

ま
た
上
五
を
「
や
」
で
切
っ
た
場
合
、
中
七
・
下
五
は
上
五
と
は
関
連
の
な
い
内
容
に
し
て
、
二
句
一
章
に
す
る

の
が
定
石
で
す
。（
例
；
は
こ
べ
ら
や
名
を
つ
け
て
飼
ふ
白
う
さ
ぎ 

大
串
章
） 

  
 
 

※
ま
た
今
月
は
季
重
な
り
も
多
く
句
会
に
お
い
て
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
作
句
時
に
は
ご
留
意
く 

だ
さ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

青
葉
会
次
回
日
程 

三
月
二
十
一
日
（
木
）
ご
注
意
下
さ
い
：
第
三
木
曜
日
で
す
！ 

十
三
時
～ 

 

句
会
場
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

 

世
田
谷
区
役
所
支
部 

5

階 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
会
議
室 

 

  

ご
出
席
者
は
、
当
期
雑
詠5

句
、
ご
投
句
の
方
は2

句 

を
目
処
と
し
て 

ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

ご
提
出
締
切
日
：
三
月
十
九
日
（
火
）
午
前
中
ま
で
に 

星
田
メ
ル
ア
ド
あ
る
い
はFAX

（03-3421-9772

） 

 
 
 
 
 
 
 
 

に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

青
葉
会
会
費
に
つ
い
て 

 

令
和
六
年
度
（
４
月
～
令
和
七
年
３
月
） 

青
葉
会
費
を
集
め
ま
す
。 

 

ご
出
席
を
主
と
さ
れ
る
会
員
様 

 
 
 
 

一
万
円 

 

ご
投
句
・
選
句
中
心
の
会
員
様 

 
 
 
 

五
千
円 
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※
ご
出
席
が
主
に
な
ら
れ
る
方
は
ご
出
席
の
句
会
時
に
頂
戴
致
し
ま
す
。 

 
※
送
り
先
（
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
） 

在
間
千
恵
宛
て 

〒156-0054

世
田
谷
区
桜
ヶ
丘3-35-13-301 

星
田
啓
子
宛
て 

〒154-0002

世
田
谷
区
下
馬3-16-3  

※
選
句
の
み
の
会
員
さ
ま
に
は
、
今
後
も
選
句
を
ご
継
続
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し 

ま
す
。 

 

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇ 

【 

青 

葉 

会 

報 
】 

一
、
二
月
句
会
は
、
い
つ
も
の
世
田
谷
三
軒
茶
屋
の
世
田
谷
区
役
所
支
部
の
し
ゃ
れ
な
あ
ど5

階
会
議
室
に
て
催

行
。
日
程
が
予
定
は
し
て
い
た
も
の
の
、
通
常
よ
り1

週
間
遅
い
設
営
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
既
に
予
定
を

入
れ
て
し
ま
っ
て
お
ら
れ
た
方
々
も
あ
り
ま
し
た
が
、
急
遽
お
越
し
に
な
れ
ず
既
に
出
句
さ
れ
て
い
た
句
を

そ
の
ま
ま
生
か
す
な
ど
、
句
数
の
数
に
は
通
常
と
さ
し
た
る
差
は
な
く
、
選
句
に
勤
し
み
楽
し
ま
れ
た
と
の

お
言
葉
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
結
果
は
ご
覧
の
よ
う
に
、
孤
舟
選
者
と
百
合
子
さ
ん
が
同
点
最
高
値
で
し

た
。
点
数
の
ば
ら
つ
き
を
見
ま
す
と
、
佳
句
が
多
く
、
皆
さ
ま
に
は
選
句
の
ご
苦
労
を
楽
し
ま
れ
た
ご
様
子

が
窺
わ
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

二
、 

三
月
の
句
会
は
ま
た
場
所
が
取
れ
な
か
っ
た
事
情
か
ら
、21
日
㈭ 

第
三
木
曜
日
と
な
り
ま
す
が
、
季
節
も

愈
々
春
爛
漫
。
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。 

尚
、
４
月
以
降
は
元
に
戻
り
原
則
と
し
て
第
四
木
曜
日
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

 

〇
五
月
に
関
し
て
は
、
例
年
の
吟
行
を
実
施
予
定
で
す
。
前
回
の
句
会
に
て
、
港
区
白
金
台
の
「
国
立
科
学
博

物
館
付
属 

自
然
教
育
園
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
目
黒
の
駅
か
ら
徒
歩10

分
、
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
、
都
営

三
田
線
白
金
台
よ
り
徒
歩
７
分
と
い
う
立
地
で
す
。
吟
行
ス
タ
ー
ト
は
午
前
十
時
、
句
会
は
そ
の
後
一
駅
先

の
五
反
田
に
て
開
催
予
定
で
す
。
本
件
は
別
途
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

併
せ
て
別
途
今
後
の
日
程
と
場
所
を
一
覧
表
に
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。 

 

三
、
孤
舟
選
者 

 

近
詠 

詩
心
昂
る
潮
騒
の
冬
北
斗 

か
ま
く
ら
や
星
の
雫
の
粲
粲
と 

浅
春
の
コ
ー
ト
の
襟
を
少
し
立
て 

ス
プ
ー
ン
は
涙
の
か
た
ち
春
北
斗 

心
に
も
痛
点
の
あ
り
蘆
の
角 

 

関
係
者
近
詠 

紅
梅
に
着
物
一
枚
脱
ぎ
に
け
り 

隆 

（
通
常
は
選
句
の
み
の 

橋
口
隆
さ
ん
） 

 

令
和
六
年
三
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


